
試合進行方法及び部門別指定型 
 

【試合進行方法】 

① 予選 

選手は予選指定型を行い 10点満点の得点順で予選順位を決める。 

② 決勝 

・予選通過順位によって予め決められたトーナメント方式にて行う。 

・決勝指定型を 2名同時に行い旗判定にて勝敗を決定する。引き分けは無い。 

 

【部門別指定型】 

部門 予選 決勝 

幼年（男女混合） 太極Ⅰ 太極Ⅱ 

小学 1年（男女混合） 

平安Ⅰ 平安Ⅱ 小学 2年（男女混合） 

小学 3・4年 男子/女子 

小学 5・6年 男子/女子 平安Ⅱ 平安Ⅴ 

中学生 男子/女子 突きの型 安三 

高校生 男子/女子 最破 十八 

一般  男/女 撃砕小 征遠鎮 

SONEN A（35～39歳） 男/女 

安三 

最破 

SONEN B（40～49歳） 男/女 

SONEN C（50～59歳） 男/女 

SONEN D（60～69歳） 男/女 
三戦 

SONEN E（70歳以上）  男/女 

 

【予選演武進行方法】 

① 選手は、呼名されたら試合場に入り演武開始場所に立つ。 

② 主審の「正面に礼」の号令で礼をする。 

③ 主審が右手を高く挙げ「始め」の合図で型の演武を行う。 

④ 型を開始する際、※黙想をし、大きな声で正確に型名を言ってから息吹を開始する。（型名をい

う時に絶叫してはならない） 

⑤ 型の演武が終了したら自分でなおり主審の号令を待つ。 

⑥ 主審の「採点をとります採点」の号令で一斉に採点し、速やかに集計して予選順位を決定し決

勝進出者を確定する。 

⑦ 主審の「正面に礼」の号令で選手は礼をして退場する。 

⑧ 入退場の際も試合場に向けて「礼」を行ってください。 

※太極、平安の黙想を「する」「しない」はどちらでも可 



 

【決勝演武進行方法】 

① 選手は、呼名されたら試合場に入り演武開始場所に立つ。 

② 主審の「正面に礼」「主審に礼」「お互いに礼」の号令で礼をしたら正面を向く。 

③ 主審の「※黙想、○○（型名） 用意」で息吹をし、主審の「始め」で各自演武を開始する。 

④ 型が終了したら、主審の「なおれ」の号令を聞きなおる。相手と時間差がある場合、終了した姿

勢を保ち号令を待つ。 

⑤ 主審の「判定をとります、判定」の号令後、主審、副審の同時上げの旗判定にて勝敗を決する。

（引き分けは無い） 

⑥ 主審の「正面に礼、お互いに礼」の号令で礼をし、相手選手と握手をして退場する。 

⑦ 入退場の際も試合場に向けて礼を行ってください。 

※太極、平安は「黙想」のコールをせず、主審の「○○（型名）用意」で十字を切って「始め」で型を開

始します。 


